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１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討
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１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価
（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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敷地から160kmの範囲にある第四紀火山一覧

○敷地から半径160kmの範囲にある第四紀火山(34火山)の活動性を評価するため，噴
出量-年代階段ダイアグラムを作成した。

○作成に当たっては，第四紀火山カタログ委員会編(1999)，西来ほか編(2012)等を
ベースとし，それら以降の知見(山元(2014)，中川ほか(2013)等)や噴出量等の確
認のため，西来ほか編(2012)で引用している文献等を追加で確認した。

検討対象火山の活動時期と最新活動からの経過時間

番号 火山名
敷地からの
距離(km)  

活動時期

C02
滝川(たきがわ)火山群
(石山(いしやま), コップ山(こっぷやま))

151.3 約1000-170万年前

C03 イルムケップ山(いるむけっぷやま) 146.1 約250万年前

C04 暑寒別岳(しょかんべつだけ) 111.5 約400-200万年前

C05 藻岩山(もいわやま) 66.0 約260-240万年前

C06 積丹岳(しゃこたんだけ) 26.5 約250-200万年前

C07 赤井川(あかいがわ)カルデラ 25.3 約210-130万年前

C08 札幌岳(さっぽろだけ)※1 58.1 約310-280万年前

C09 空沼岳(そらぬまだけ)※1 63.2 約300万年前程度

C10 漁岳(いざりだけ)※2 63.6 約330-250万年前

C11

支笏(しこつ)カルデラ(後カルデラ火山含む) 74.8 5-4万年前にカルデラ形成

C12 恵庭岳(えにわだけ) 68.6 約1万5000年前にはある程度の山体が形成されていた

C13 風不死岳(ふっぷしだけ) 77.7
支笏カルデラ形成後に活動（4万年前以降）

大部分は恵庭火山より古い
最新のマグマ噴火は8500年前，水蒸気噴火は4500年前

C14 樽前山(たるまいさん) 80.2 約9000年前以降

C15 ホロホロ・徳舜瞥(とくしゅんべつ) 68.0
ホロホロ山は約160万年前

徳舜瞥山は約170，約60万年前

C16 オロフレ・来馬(らいば) 70.2 来馬岳は60万年前

C17 倶多楽(くったら)・登別(のぼりべつ)火山群 80.5 約8万年前以降，カルデラ形成は約4万年前

C18 鷲別岳(わしべつだけ) 77.8 約50万年前

C19 虻田(あぶた) 53.4 約180万年前

C20

洞爺(とうや)カルデラ(後カルデラ火山含む) 54.8 約14万年前にカルデラ形成

C21 洞爺中島(とうやなかじま) 55.1 4-3万年前

C22 有珠山(うすざん) 60.7 2万ないし1.5万年前に活動開始

C23 尻別岳(しりべつだけ) 43.6 数十万-5万2000年前

C24 羊蹄山(ようていざん) 33.8
10万ないし数万年前以降
最新の噴火は2500年前

C25 ニセコ・雷電(らいでん)火山群 21.5
雷電山は約140-80万年前，ニセコは約40万年前以降

最新の活動と考えられるイワオヌプリは約9500年前以降

C26 写万部山(しゃまんべやま) 50.5 約260-250万年前

C27 狩場山(かりばやま) 66.1 約80-25万年前

C28 カスベ岳(かすべだけ) 69.4 第四紀前期？

C29 勝澗山(かつまやま) 126.4 約70-20万年前

C30 長磯(ながいそ) 105.7 約220-170万年前

C31 砂蘭部岳(さらんべだけ) 102.2 約180万年前

C32 濁川(にごりがわ)カルデラ 101.9 約1万5000年前にカルデラ形成

C33 渡島毛無山(おしまけなしやま) 105.3 鮮新世後期-第四紀前期？

C34 北海道駒ヶ岳(ほっかいどうこまがたけ) 109.0 3万年前以前（数万年前？）に活動開始

C35 横津岳(よこつだけ) 123.7
横津岳の大部分は第四紀の初頭までに

完成した可能性がある。

C36 木地挽山(きじびきやま) 120.6 約190万年前もしくは190万年前以降

C37 恵山丸山(えさんまるやま) 139.9 約20万年前

C38 恵山(えさん) 146.9 約5万年前以降

C39 函館山(はこだてやま) 142.7 約120-90万年前

C40 銭亀(ぜにかめ) 146.7 4万5000-3万3000年前の間

※1 札幌岳及び空沼岳は，H25.7
泊発電所発電用原子炉設置変
更許可申請においては，中野
ほか編(2013)に基づき，それ
ぞれの活動時期を前期更新世
後半，中期更新世としていた。
申請以降に発表された中川ほ
か(2013)によれば，札幌岳の
活動は鮮新世とされ，空沼岳
は札幌岳と同時期である可能
性が高いとされているが，変わ
らず検討対象火山として扱うこ
ととしている。

※2 漁岳は，中川ほか(2013)及び
中野ほか編(2013)も考慮し，
今回，活動時期を「約260-
240万年前」(H28.2.5審査会
合資料)から「約330-250万
年前」に修正している。

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

敷地から半径160km範囲の第四紀火山の位置図
中野ほか編(2013)に基づき作成
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火山の活動履歴 滝川(たきかわ)火山群 (石山(いしやま) , コップ山(こっぷやま))

滝川火山群 (石山 , コップ山)の概要

火山名※1 C02 滝川火山群(石山 , コップ山)

敷地からの距離
石 山：128.2km
コップ山：151.3km

火山の形式※2
滝川火山群：単成火山群
石 山：単成火山
コップ山：単成火山

活動年代※2
滝川火山群：約1000-170万年前※2

石 山：約200万年前
コップ山：約170万年前

評価

兼岡・井田編(1997)によれば，日本の
ような島弧火山は数十万年程度が平均的
な活動期間と考えてよいとされているこ
とから，将来活動する可能性はないと判
断される。

滝川火山群 (石山 , コップ山)

噴出量-年代階段ダイアグラム

泊発電所

年代(Ma)

石山
(128.2km)

コップ山
(151.3km)

噴
出

量
(
km

3
)

噴出量不明

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

最新活動からの経過期間

(コップ山)約170万年

最新活動からの経過期間

(石山)約200万年

滝川火山群

約2.6Ma

滝川火山群 (石山, コップ山)の活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

中川ほか(1993) 
1.7±0.1Ma コップ山：玄武岩

不明
2.0±0.2Ma 石山：玄武岩

イベント時期
活動期間

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 イルムケップ山(いるむけっぷやま)

イルムケップ山の概要

火山名※1 C03 イルムケップ山

敷地からの距離 146.1km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※3 約250万年前

評価

兼岡・井田編(1997)によれば，日本の
ような島弧火山は数十万年程度が平均的
な活動期間と考えてよいとされているこ
とから，将来活動する可能性はないと判
断される。

イルムケップ山

噴出量-年代階段ダイアグラム

イルムケップ山活動履歴

泊発電所

イルムケップ山
(146.1km)

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

佐川ほか(1988)2.5±0.1Ma
音江山溶岩・イルムケップ火山

噴出物：玄武岩
不明

年代(Ma)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
※3 佐川ほか(1988)

最新活動からの経過期間

約250万年

噴出量不明

約2.6Ma

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 暑寒別岳(しょかんべつだけ)

暑寒別岳の概要

火山名※1 C04 暑寒別岳

敷地からの距離 111.5km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 約400-200万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの経
過期間が長いことから，将来活動する可能
性はないと判断される。

暑寒別岳

噴出量-年代階段ダイアグラム

暑寒別岳活動履歴

泊発電所

暑寒別岳
(111.5km)

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
2.07±0.20Ma 暑寒別岳：頂上溶岩(安山岩) 不明 八木ほか(1987)

新
第
三
紀

鮮新世

3.12±0.14Ma 南暑寒岳：上部溶岩(安山岩)

不明

八木ほか(1987)

3.96±0.20Ma
浜益玄武岩：橄欖石単斜輝石

玄武岩
広瀬ほか(2000)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

最新活動からの経過期間

約200万年

年代(Ma)

噴出量不明

活動期間

約200万年

約2.6Ma

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

最大休止期間

約105万年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 藻岩山(もいわやま)

藻岩山の概要

火山名※ C05 藻岩山

敷地からの距離 66.0km

火山の形式※ 複成火山

活動年代※ 約260-240万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの
経過期間が長いことから，将来活動する
可能性はないと判断される。

藻岩山

噴出量-年代階段ダイアグラム

藻岩山活動履歴

泊発電所

藻岩山
(66.0km)

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
不明 重野ほか(2007)2.35±0.06Ma 藻岩山溶岩：橄欖石安山岩

2.61±0.07Ma 藻岩山溶岩：橄欖石安山岩

年代(Ma)

※産業技術総合研究所 日本の火山(DB)

最新活動からの経過期間

約240万年

噴出量不明

約2.6Ma

イベント時期
活動期間

最大休止期間

約26万年

噴
出

量
(
km

3
)

再掲(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 積丹岳(しゃこたんだけ)

積丹岳の概要

火山名※1 C06 積丹岳

敷地からの距離 26.5km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 約250-200万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの
経過期間が長いことから，将来活動する
可能性はないと判断される。

噴出量-年代階段ダイアグラム

積丹岳活動履歴

泊発電所

積丹岳
(26.5km)

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
2.03±0.10Ma 積丹岳安山岩

不明
Watanabe(1990)

2.54±0.13Ma 尾根内層：安山岩 広瀬ほか(2000)

年代(Ma)

積丹岳

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

最新活動からの経過期間

約200万年

最大休止期間

約51万年

噴出量不明

約2.6Ma

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 赤井川(あかいがわ)カルデラ

赤井川カルデラの概要

火山名※1 C07 赤井川カルデラ

敷地からの距離 25.3km

火山の形式※2 成層火山-カルデラ

活動年代※3 約210-130万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの
経過期間が長いことから，将来活動する
可能性はないと判断される。

赤井川カルデラ

噴出量-年代階段ダイアグラム

泊発電所

赤井川カルデラ
(25.3km)

年代(Ma)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
※3 横山ほか(2003)

噴出量不明

最新活動からの経過期間

約130万年

活動期間

約80万年

噴出量不明

約2.6Ma

赤井川カルデラ活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

横山ほか(2003)

1.33±0.02Ma

1.55±0.06Ma

元服山溶岩

大黒山溶岩

不明

1.65±0.07Ma 丸山溶岩

1.66±0.05Ma 山梨溶岩

1.62±0.14Ma
長沢火山噴出物中部：

流紋岩質溶結凝灰岩

2.06±0.57Ma
長沢火山噴出物下部：

流紋岩質溶結凝灰岩

外輪山溶岩
1.3～1.6Ma 

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

最大休止期間

約44万年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 札幌岳(さっぽろだけ)

札幌岳の概要

火山名※1 C08 札幌岳

敷地からの距離 58.1km

火山の形式※2 溶岩流および小型楯状火山

活動年代※2 約310-280万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの
経過期間が長いことから，将来活動する
可能性はないと判断される。

札幌岳

噴出量-年代階段ダイアグラム

泊発電所

札幌岳
(58.1km)

年代(Ma)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2015)

最新活動からの経過期間

約280万年

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

約2.6Ma

活動期間

約30万年

噴出量不明

札幌岳活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

新
第
三
紀

鮮新世

2.88±0.07Ma 札幌岳溶岩 不明
中川ほか

(2013)※3
2.91±0.07Ma ひょうたん沼溶岩 不明

3.14±0.29Ma 札幌玄武岩 不明

※3 札幌岳は，H25.7泊発電所発電用原子炉設置変更許可申請においては，中野ほか編
(2013)に基づき，活動時期を前期更新世後半としていた。申請以降に発表された中
川ほか(2013)によれば，札幌岳の活動は鮮新世とされているが，変わらず検討対象
火山として扱うこととしている。

最大休止期間

約23万年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 空沼岳(そらぬまだけ)

空沼岳の概要

火山名※1 C09 空沼岳

敷地からの距離 63.2km

火山の形式※2 溶岩流および小型の楯状火山

活動年代※2 約300万年前程度

評価

中川ほか(2013)によれば，地形の保存状
況を見ると，空沼岳の活動時期は札幌岳と
同時期の可能性が高いとされている。
したがって，活動期間よりも最新活動年
代からの経過期間が長いと考えられるこ
とから，将来活動する可能性はないと判
断される。

空沼岳

泊発電所

空沼岳
(63.2km)

空沼岳活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

新
第
三
紀

鮮新世

中川ほか(2013)(年代不明)※3 空沼岳溶岩 不明

※3 空沼岳は，H25.7泊発電所発電用原子炉設置変更許可申請においては，中野ほか編
(2013)に基づき，活動時期を中期更新世としていた。申請以降に発表された中川ほか
(2013)によれば，札幌岳の活動は鮮新世とされ，空沼岳は札幌岳と同時期である可能
性が高いとされているが，変わらず検討対象火山として扱うこととしている。

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代(Ma)

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

0.0 1.0 2.0 3.0 

約2.6Ma

噴
出

量
(
km

3
)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2015)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 漁岳(いざりだけ)

漁岳の概要

火山名※1 C10 漁岳

敷地からの距離 63.6km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※3 約330-250万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの
経過期間が長いことから，将来活動する
可能性はないと判断される。

漁岳

噴出量-年代階段ダイアグラム

漁岳活動履歴※4

泊発電所

漁岳
(63.6km)

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

Watanabe(1990)

中川ほか(2013) 

2.53±0.24Ma
漁岳溶岩：

斜方輝石単斜輝石安山岩
不明

3.26±0.31Ma
狭薄山溶岩

斜方輝石単斜輝石安山岩
不明

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
※3 中野ほか編(2013)，Watanabe(1990)，中川ほか(2013)

年代(Ma)

最新活動からの経過期間

約250万年

噴出量不明

活動期間

約80万年

約2.6Ma

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

最大休止期間

約73万年

※4 漁岳は，中川ほか(2013)及び中野ほか編(2013)も考慮し，今回，活動時期を「約
260-240万年前」(H28.2.5審査会合資料)から「約330-250万年前」に修正している。

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 支笏(しこつ)カルデラ

支笏カルデラの概要

火山名※1

C11 支笏カルデラ(後カルデラ火山含む)

C13 風不死岳

C12 恵庭岳

C14 樽前山

敷地からの距離 74.8km

火山の形式※2

支笏カルデラ：火砕流台地-カルデラ
風不死岳：成層火山，溶岩ドーム
恵 庭 岳 ：成層火山，火砕丘，溶岩ドーム
樽 前 山 ：火砕丘，溶岩ドーム

活動年代※2

支笏カルデラ：5-4万年前にカルデラ形成
風不死岳：支笏カルデラ形成後に活動

(4万年前以降)。大部分は恵
庭火山より古い。最新のマグ
マ噴火は8500年前，水蒸気
噴火は4500年前

恵 庭 岳 ：約1万5000年前にはある程度
の山体が形成されていた

樽 前 山 ：約9000年前以降

評価
約1万年前以降に活動しており，完新世に
活動した火山として抽出する。

支笏カルデラ

泊発電所

支笏カルデラ
(74.8km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 支笏(しこつ)カルデラ

支笏カルデラ活動履歴

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世 不明 降下テフラ 不明

山元(2014)
43.96ka

支笏火砕流(Spfl)
139.50

支笏降下軽石(Spfa)※1

47.76ka Spfa5, 6 1.20

55.00ka Ssfa,Ssfl 5.76

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世 - 水蒸気爆発

11.1
(水蒸気爆発・
ポロピナイ岩屑
流は含まない)

山元(2014)

0.505-0.254ka オコタン岩屑流

- ポロピナイ岩屑流

2.04ka オコタンペ湖溶岩

9.52ka 溶岩

更新世 15.62ka 丸駒温泉溶岩等

18.21ka En-a

18.21ka 火山体構成溶岩類

恵庭岳活動履歴

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世 4.475ka Fp4

8.4 山元(2014)

8.465ka Fp3
不明 Fp2

更新世 25.5ka Fp1(n.En-b)

不明 第3期溶岩

不明 蕗畑の沢溶結凝灰岩

不明 第2期溶岩

不明 第1期溶岩

不明 金次郎沢集塊岩層

43.96ka 大崎集塊岩層

風不死岳活動履歴

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世
A.D.1900以新 19世紀以降噴火 (水蒸気爆発)

山元(2014)

A.D.1909 明治42年新山 0.02 
A.D.1883 溶岩流 0.00001 
A.D.1874 1874flTa-1874 0.20 
A.D.1867 溶岩ドーム (6.28に包含)

A.D.1817-1804 Ta-1804-1817 0.03 
A.D.1739 Ta-a 1.60 
A.D.1667 Ta-b 1.10 

2.0ka Ta-c3 0.03 
2.5ka Ta-c2 1.40 
2.5ka Ta-c1 0.14 

8.950ka Ta-d 1.40 
8.95-0.146ka 溶岩ドーム 不明(6.28)※2

樽前山活動履歴

0.0 

50.0 

100.0 

150.0 

200.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代(ka)

S
p
fa

-
5
,
6

S
sfa

,S
sfl

イベント噴出量の累積(km3)
イベント噴出量(km3)

噴
出

量
(
km

3
)

オコタン岩屑流
オコタンペ湖溶岩
丸駒温泉溶岩等
En-a
火山体構成溶岩類

Fp4
Fp3
Fp1(n.En-b)
大崎集塊岩層

明治42年新山
溶岩流
1874flTa-1874
Ta-1804-1817
Ta-a
Ta-b 

溶岩ドーム

Ta-c3
Ta-c2
Ta-c1 Ta-d

活動年代が期間として
反映されているイベント

巨大噴火

後カルデラ期

S
p
fl(

支
笏

火
砕

流
)
,

S
p
fa

-
1
(
支

笏
第

1
降

下
軽

石
)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

※1 「支笏降下軽石(Spfa)」は，山元(2014)で引用されている許ほか(2001)によれば，
町田・新井(2011)，須藤ほか(2007)等の「支笏第1降下軽石(Spfa-1)」に該当する。

※2 (6.28)は第四紀火山カタログ委員会編(1999)の噴出量の差分を計上。

山元(2014)に基づき作成
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火山の活動履歴 ホロホロ・徳舜瞥 (とくしゅんべつ)

ホロホロ・徳舜瞥の概要

火山名※1 C15 ホロホロ・徳舜瞥

敷地からの距離 68.0km

火山の形式※2 成層火山

活動年代
ホロホロ山は約160万年前※3

徳舜瞥山は約170万，60万年前※3，4

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの経
過期間が短いため，将来の活動の可能性が
ある火山として抽出する。

ホロホロ山・徳舜瞥山

噴出量-年代階段ダイアグラム

ホロホロ山・徳舜瞥山活動履歴

泊発電所

ホロホロ・徳舜瞥
(68.0km)

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
0.6Ma 徳舜瞥溶岩

不明

Nakagawa(1992)

1.6Ma ホロホロ溶岩 山口ほか(1978)

1.7Ma 徳舜瞥溶岩 山口ほか(1978)

年代(Ma)

噴出量不明

最新活動からの経過期間

約60万年

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
※3 山口ほか(1978)
※4 Nakagawa(1992)

噴出量不明

約2.6Ma

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

0.0 1.0 2.0 3.0 

最大休止期間

約100万年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 オロフレ・来馬(らいば)

オロフレ・来馬の概要

火山名※1 C16 オロフレ・来馬

敷地からの距離 70.2㎞

火山の形式※2 成層火山

活動年代
来馬岳は約60万年前※2

オロフレ山の活動年代は不明

評価
活動期間が不明であることから，保守的に，
将来の活動の可能性がある火山として抽出
する。

オロフレ山・来馬岳

噴出量-年代階段ダイアグラム

オロフレ山・来馬岳活動履歴

泊発電所

オロフレ・来馬
(70.2km)

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

Nakagawa(1992)0.6Ma
来馬山溶岩：

斜方輝石単斜輝石安山岩
不明

年代(Ma)

噴出量不明

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

約2.6Ma

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 倶多楽(くったら)・登別(のぼりべつ)火山群

倶多楽・登別火山群の概要

火山名※1 C17 倶多楽・登別火山群

敷地からの距離 80.5km

火山の形式※2 成層火山-カルデラ，溶岩ドーム

活動年代※2 約8万年前以降
カルデラ形成は約4万年前

評価
約1万年前以降に活動しており，完新世に
活動した火山として抽出する。

倶多楽・登別火山群

泊発電所

倶多楽・登別火山群
(80.5km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 倶多楽(くったら)・登別(のぼりべつ)火山群

噴出量-年代階段ダイアグラム

倶多楽・登別火山群活動履歴

年代(ka)

年代 噴出物名
体積

DRE(km3)
参考文献

第
四
紀

完新世
A.D.1800 (裏地獄) (水蒸気爆発)

山元(2014)

A.D.1800 (大湯沼) (水蒸気爆発)

8.5ka-A.D.1663 Nb-a～1 (水蒸気爆発)

更新世

14.5ka 日和山溶岩ドーム 0.04

不明 橘湖アグルチネート 不明

43.58ka Kt-1テフラ 14.4

44.54ka Kt-2テフラ 10.2

46ka Kt-Tkテフラ群 2.5

不明 東山 0.2

不明 北山溶岩類 0.5

49ka 472m峰 0.2

49ka Kt-3テフラ 20.1

51ka Kt-Hyテフラ 0.6

55ka Kt-4テフラ 11

57ka Kt-5テフラ 不明

60ka Kt-6テフラ 16.8

70ka Kt-7テフラ 10.8

80ka Kt-8テフラ 9.9

不明 石山溶岩流 不明

不明 地獄谷火砕丘 不明
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東山
472m峰
北山溶岩類

イベント噴出量の累積(km3)
イベント噴出量(km3)

活動年代が期間として
反映されているイベント
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再掲(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

山元(2014)に基づき作成
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火山の活動履歴 鷲別岳(わしべつだけ)

鷲別岳の概要

火山名※1 C18 鷲別岳

敷地からの距離 77.8km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 約50万年前

評価

兼岡・井田編(1997)によれば，日本の
ような島弧火山は数十万年程度が平均的
な活動期間と考えてよいとされているこ
とから，将来活動する可能性はないと判
断される。

鷲別岳

噴出量-年代階段ダイアグラム

鷲別岳活動履歴

泊発電所

鷲別岳
(77.8km)

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

Nakagawa(1992)0.5Ma
鷲別岳溶岩：

斜方輝石単斜輝石安山岩
不明

年代(Ma)

最新活動からの経過期間

約50万年

噴出量不明

約2.6Ma

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 虻田(あぶた)

虻田の概要

火山名※1 C19 虻田

敷地からの距離 53.4km

火山の形式※2 成層火山？

活動年代※1 約180万年前

評価

兼岡・井田編(1997)によれば，日本の
ような島弧火山は数十万年程度が平均的
な活動期間と考えてよいとされているこ
とから，将来活動する可能性はないと判
断される。

虻田

噴出量-年代階段ダイアグラム

虻田活動履歴

泊発電所

虻田
(53.4km)

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世 北海道立

地質研究所

(2003)

太田(1956)

土居ほか(1958)

1.8Ma
虻田火山噴出物

小花井溶岩 等
不明

年代(Ma)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

約2.6Ma

噴
出

量
(
km

3
)

最新活動からの経過期間

約180万年

噴出量不明

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

イベント時期
活動期間
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火山の活動履歴 洞爺(とうや)カルデラ

洞爺カルデラの概要

火山名※1

C20 洞爺カルデラ(後カルデラ火山含む)

C21 洞爺中島

C22 有珠山

敷地からの距離 54.8km

火山の形式※2
洞爺カルデラ：火砕流台地-カルデラ

洞爺中島：溶岩ドーム
有 珠 山 ：成層火山，溶岩ドーム

活動年代

洞爺カルデラ：約14万年前にカルデラ形成※2

洞爺中島：4万-3万年前※2

(4万5千年前)※3

有 珠 山 ：2万ないし1.5万年前に活動開
始※2

評価
約1万年前以降に活動しており，完新世に
活動した火山として抽出する。

洞爺カルデラ

泊発電所

洞爺カルデラ
(54.8km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
※3 山元(2014)，噴出量-年代階段ダイアグラムの作成において採用

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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年代 噴出物名
体積

DRE(km3)
参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
0.1135Ma 洞爺火砕流 99.6※ 山元(2014)

火山の活動履歴 洞爺(とうや)カルデラ

洞爺カルデラ活動履歴

年代 噴出物名
体積

DRE(km3)
参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
0.045Ma 中島火山噴出物 5.0 山元(2014)

洞爺中島活動履歴

有珠山活動履歴

年代 噴出物名
体積

DRE(km3)
参考文献

第
四
紀

完新世

山元

(2014)

0.013ka 有珠：2000年噴火 0.0006

0.036ka 有珠：1977-1978年噴火 0.05

0.070ka 有珠：1943-1945年噴火 0.006

0.103ka 有珠：1910年噴火Us-Ⅱa 0.002

0.160ka 有珠：1853年噴火Us-Ⅲa，嘉永火砕流 0.21

0.191ka 有珠：1822年噴火Us-Ⅳa，文政火砕流 0.17

0.244ka 有珠：1769年噴火Us-Va，明和火砕流 0.07

0.313ka 有珠：先明和噴火 0.0006

0.350ka 有珠：1663年噴火Us-b 1.50

7.5ka 外輪山：善光寺 岩屑なだれ (岩屑なだれ)

10ka
外輪山：ドンコロ山スコリア 不明

外輪山：有珠外輪山溶岩類
1(有珠溶岩ドー

ムも一括)

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代(Ma)

洞
爺

火
砕

流

イベント噴出量の累積(km3)
イベント噴出量(km3)

噴
出

量
(
km

3
)

有
珠

外
輪

山
溶

岩
類

中
島

火
山

噴
出

物

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

0.000.020.040.060.080.100.12

2000年噴火
1977-1978年噴火
1943-1945年噴火
1910年噴火Us-Ⅱa
1853年噴火Us-Ⅲa，嘉永火砕流
1822年噴火Us-Ⅳa，文政火砕流
1769年噴火Us-Va，明和火砕流
先明和噴火
1663年噴火Us-b

巨大噴火

後カルデラ期

山元(2014)に基づき作成

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

※ 本編資料「2.2.2 巨大噴火の可能性評価(洞爺カルデラ)」においては，参考として
約11万年前の巨大噴火と同規模の噴火を想定し，現在の地形を反映した火砕流シ
ミュレーションを実施している(本編資料P81～P87参照)。
本火砕流シミュレーションにおいては，火砕流の噴出量として，総噴出量150km3(第
四紀火山カタログ委員会編，1999)から，火山灰噴出量67.23km3(須藤ほか，
2007)を除いた値として100km3(≒82.77=150-67.23)を使用している。
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火山の活動履歴 尻別岳(しりべつだけ)

尻別岳の概要

火山名※1 C23 尻別岳

敷地からの距離 43.6km

火山の形式※2 溶岩ドーム

活動年代※2，3 数十万-5万2000年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの経
過期間が短いため，将来の活動の可能性が
ある火山として抽出する。

尻別岳

噴出量-年代階段ダイアグラム

泊発電所

尻別岳
(43.6km)

年代(Ma)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
※3 中川ほか(2011)及びNEDO(1986)

約2.6Ma 最新活動からの経過期間

約5万年

尻別岳活動履歴

年代 噴出物名
体積

(km3)
参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
0.052±0.014Ma

喜茂別火砕流 不明 中川ほか(2011)
0.053±0.014Ma

0.7±0.5Ma 尻別岳溶岩 不明 NEDO(1986)

イベント時期
活動期間

噴出量不明

噴
出

量
(
km

3
)

最大休止期間

約65万年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 羊蹄山(ようていざん)

羊蹄山の概要

火山名※1 C24 羊蹄山

敷地からの距離 33.8km

火山の形式※2 成層火山，火砕丘，溶岩ドーム

活動年代
10万ないし数万年前以降※2

最新の噴火は2500年前※3

評価
約1万年前以降に活動しており，完新世に
活動した火山として抽出する。

羊蹄山

泊発電所

羊蹄山
(33.8km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
※3 上澤ほか(2011)

噴出量-年代階段ダイアグラム

羊蹄山活動履歴

年代 噴出物名
体積

DRE(km3)
参考文献

第
四
紀

完新世

4.01-2.50ka 北山グループ噴出物 上澤ほか(2011)

5.93ka
北岡軽石・スコリア層

(K-Ps)
佐々木ほか(1971)

更新世

15.00-13.10ka
羊蹄第1軽石・スコリア層

(Yo.Ps-1)
柏原(1970)
藤山・田沼(1972)

27.28-25.27ka 羊蹄第2軽石・スコリア層

(Yo.Ps-2)
大貫ほか(1977)

31.90-30.40ka 羊蹄第3軽石・スコリア層

(Yo.Ps-3)

佐藤(1969)
熊野(1970)

>50ka 古羊蹄火山噴出物 江草ほか(2003)

※4：江草ほか(2003)

年代(ka)

北
山

グ
ル

ー
プ

噴
出

物
北

岡
軽

石
・
ス

コ
リ

ア
層

古羊蹄火山噴出物

活動年代が期間として
反映されているイベント

イベント噴出量の累積(km3)
イベント噴出量(km3)

噴
出

量
(
km

3
)

羊蹄第3軽石・スコリア層

羊蹄第1軽石・スコリア層

羊蹄第2軽石・スコリア層

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

3.5※4

4.4※4

1.1※4

5.0※4

0.13
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火山の活動履歴 ニセコ・雷電(らいでん)火山群

ニセコ・雷電火山群の概要

火山名※1 C25 ニセコ・雷電火山群

敷地からの距離 21.5km

火山の形式※2 成層火山，溶岩ドーム

活動年代

雷電山は約140-80万年前※2

ニセコは約40万年前以降※2

最新の活動と考えられるイワオヌプリは，約
9,500年前に活動を開始※3

評価
約1万年前以降に活動しており，完新世に
活動した火山として抽出する。

ニセコ・雷電火山群

泊発電所

ニセコ・雷電火山群
(21.5km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
※3 松尾・中川(2017)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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ニセコ・雷電火山群活動履歴(イワオヌプリ※)

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

更新世 1,000ka ワイスホルン：第4期噴出物 0.20

山元(2014)

1,000ka 雷電山：第4期噴出物 0.60

1,300ka ワイスホルン：第3期噴出物 1.10

1,300ka 雷電山：第3期噴出物 2.90

1,400ka ワイスホルン：第2期噴出物 0.40

1,400ka 雷電山：第2期噴出物 15.9 

1,500ka ワイスホルン：第1期噴出物 5.70

1,600ka 雷電山：第1期噴出物 3.20

年代(ka)

R
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N
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6.ニセコアンヌプリ:Ns
7.シャクナゲ岳:Sh
8.チセヌプリ:C
9.ニトヌプリ:Nt
10.イワオヌプリ:In

1.雷電山:R
2.ワイスホルン:W
3.目国内岳:M
4.岩内岳:It
5.白樺山:Sr

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世 6.88ka イワオヌプリ：第6期噴出物 0.22 

山元(2014)

(完新世～更新世)不明 イワオヌプリ：第5期噴出物 0.02 
(完新世～更新世)不明 イワオヌプリ：第4期噴出物 0.24 
(完新世～更新世)不明 イワオヌプリ：第3期噴出物 0.40
(完新世～更新世)不明 イワオヌプリ：第2期噴出物 0.20

更新世 25ka ニトヌプリ火山噴出物 0.68 
30ka イワオヌプリ：第1期噴出物 0.40

ニセコ・雷電火山群活動履歴(チセヌプリ・ニセコアンヌプリ)

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

更新世 不明 チセヌプリ：第7期噴出物 (泥流)

山元(2014)

20ka チセヌプリ：第6期噴出物 0.24
不明 チセヌプリ：第5期噴出物 0.50
不明 チセヌプリ：第4期噴出物 0.90
不明 チセヌプリ：第3期噴出物 1.10
不明 チセヌプリ：第2期噴出物 0.90

300ka チセヌプリ：第1期噴出物 1.20 

250ka ニセコアンヌプリ：第6期噴出物 1.50

250ka ニセコアンヌプリ：第5期噴出物 1.20

275ka ニセコアンヌプリ：第4期噴出物 0.40 

300ka ニセコアンヌプリ：第3期噴出物 1.70 

400ka ニセコアンヌプリ：第2期噴出物 0.70 

700ka ニセコアンヌプリ：第1期噴出物 2.10 

ニセコ・雷電火山群活動履歴(ワイスホルン・雷電山)

ニセコ・雷電火山群活動履歴(白樺山・シャクナゲ岳)

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

更新世 300ka 白樺山：第2期噴出物 0.80

山元(2014)

300ka シャクナゲ岳：第6期噴出物 0.02 

400ka シャクナゲ岳：第5期噴出物 0.70

500ka シャクナゲ岳：第4期噴出物 0.80

600ka シャクナゲ岳：第3期噴出物 1.00

700ka 白樺山：第1期噴出物 0.20

700ka シャクナゲ岳：第2期噴出物 0.60

800ka シャクナゲ岳：第1期噴出物 2.60

ニセコ・雷電火山群活動履歴(岩内岳・目国内岳)

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

更新世 500ka 岩内岳：第2期噴出物 2.10

山元(2014)
650ka 目国内岳：第3期噴出物 1.40 

730ka 岩内岳：第1期噴出物 1.80

730ka 目国内岳：第2期噴出物 7.10

1,100ka 目国内岳：第1期噴出物 1.10

C

In

N
t

N
s3

,S
ｒ2

,S
h
6

イベント噴出量の累積(km3)
イベント噴出量(km3)

活動年代が期間として
反映されているイベント

噴
出

量
(
km

3
)

山元(2014)に基づき作成

※イワオヌプリの活動開始年代については，松尾・中川(2017)において，約9,500年前とされている。

火山の活動履歴 ニセコ・雷電(らいでん)火山群 一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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約2.6Ma

火山の活動履歴 写万部山(しゃまんべやま)

写万部山の概要

火山名※1 C26 写万部山

敷地からの距離 50.5km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 約260-250万年前

評価
活動期間よりも最新活動年代からの経過
期間が長いことから，将来活動する可能
性はないと判断される。

写万部山

噴出量-年代階段ダイアグラム

写万部山活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

久保ほか(1988)2.54±0.16Ma
写万部山火山岩類：

紫蘇輝石普通輝石安山岩
不明

年代(Ma)

最新活動からの経過期間

約250万年

噴出量不明

泊発電所

写万部山
(50.5km)

活動期間

約10万年

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 狩場山(かりばやま)

狩場山の概要

火山名※1 C27 狩場山

敷地からの距離 66.1km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 約80-25万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの経
過期間が短いため，将来の活動の可能性が
ある火山として抽出する。

狩場山

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代(Ma)

泊発電所

狩場山
(66.1km)

最新活動からの経過期間

約25万年

噴出量不明

活動期間

約55万年

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

約2.6Ma

狩場山活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
0.252±0.015Ma

狩場山溶岩：石英安山岩 不明
Kaneokaほか(1987),

0.30±0.02Ma 中川ほか(未発表)※3

0.42±0.05Ma 前学溶岩 不明 中川ほか(未発表)※3

0.700±0.028Ma
穴床前溶岩：玄武岩 不明

Kaneokaほか(1987),

0.79±0.03Ma 中川ほか(未発表)※3

※3 第四紀火山カタログ委員会編(1999)による

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

最大休止期間

約33万年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 カスベ岳(かすべだけ)

カスベ岳の概要

火山名※1 C28 カスベ岳

敷地からの距離 69.4km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 第四紀前期？

評価

山岸・黒沢(1987)によれば，カスベ岳溶岩
は狩場山溶岩及び穴床前溶岩の下位層と
されている。
狩場山溶岩及び穴床前溶岩は，約80万～
25万年前の年代値が得られている(前頁参
照)。
兼岡・井田編(1997)によれば，日本の
ような島弧火山は数十万年程度が平均的
な活動期間と考えてよいとされているこ
とから，将来活動する可能性はないと判
断される。

カスベ岳

噴出量-年代階段ダイアグラム

カスベ岳活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
山岸・黒沢(1987)(年代不明) カスベ岳溶岩：輝石安山岩 不明

年代(Ma)

泊発電所

カスベ岳
(69.4km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

約2.6Ma

噴
出

量
(
km

3
)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 勝澗山(かつまやま)

勝澗山の概要

火山名※1 C29 勝澗山

敷地からの距離 126.4km

火山の形式※2 溶岩ドーム？

活動年代※2，3 約70-20万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの経
過期間が短いため，将来の活動の可能性が
ある火山として抽出する。

勝澗山

泊発電所

勝澗山
(126.4km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
※3 NEDO(1994)，玉生(1978)及び鴈澤(1992)
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3.0 

4.0 

5.0 

0.0 1.0 2.0 3.0 

噴出量-年代階段ダイアグラム

勝澗山活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3)※4 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
0.20±0.06Ma 勝澗山溶岩：流紋岩溶岩① ①0.01

②0.10

③0.50

鴈澤(1992)

0.31±0.09Ma 勝澗層上部：ガラス質流紋岩② 玉生(1978)

0.71±0.11Ma 勝澗山溶岩：流紋岩溶岩③ NEDO(1994)

※4：鹿野ほか

(2006) 噴
出
量
(
k
m
3
)

年代(Ma)

最新活動からの経過期間

約20万年

流
紋

岩
溶

岩

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

ガ
ラ

ス
質

流
紋

岩

流
紋

岩
溶

岩

最大休止期間

約40万年

約2.6Ma

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 長磯(ながいそ)

長磯の概要

火山名※1 C30 長磯

敷地からの距離 105.7km

火山の形式※2 成層火山?

活動年代※2 約220-170万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの
経過期間が長いことから，将来活動する
可能性はないと判断される。

長磯

噴出量-年代階段ダイアグラム

長磯活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

1.87±0.13Ma

長磯安山岩：

黒雲母含む単斜輝石斜方輝石

角閃石安山岩

不明 広瀬ほか(2000)

2.17±0.08Ma
長磯安山岩：

角閃石安山岩溶岩・火山角磯岩
不明 NEDO(1999)

年代(Ma)

最新活動からの経過期間

約170万年

泊発電所

長磯
(105.7km)※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)

※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

約2.6Ma

噴出量不明

活動期間

約50万年

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

最大休止期間

約30万年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 砂蘭部岳(さらんべだけ)

砂蘭部岳の概要

火山名※1 C31 砂蘭部岳

敷地からの距離 102.2km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 約180万年前

評価

兼岡・井田編(1997)によれば，日本の
ような島弧火山は数十万年程度が平均的
な活動期間と考えてよいとされているこ
とから，将来活動する可能性はないと判
断される。

砂蘭部岳

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代(Ma)

最新活動からの経過期間

約180万年

噴出量不明

泊発電所

砂蘭部岳
(102.2km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

砂蘭部岳活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
1.73±0.09Ma 不明 不明

NEDO(1990)
1.85±0.15Ma 不明 不明

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

約2.6Ma

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 濁川(にごりがわ)カルデラ

濁川カルデラの概要

火山名※1 C32 濁川カルデラ

敷地からの距離 101.9km

火山の形式※2 火砕流台地-カルデラ

活動年代※2 約1万5000年前にカルデラ形成

評価

柳井ほか(1992)によれば，濁川カルデラの火山活
動は，約12,000年前に集中していたとされている。
また，黒墨・土井(2003)によれば，後カルデラ活
動期における貫入岩(溶岩ドーム)は湖成堆積物
(約10,000年前)に覆われるとされている。
これらのことから，活動期間は約10,000年前以前
の数千年間に限られると考えられる※3。
このため，活動期間よりも最新活動年代からの経
過期間が長いものと推定され，将来活動する可能
性はないと判断される。
※3 濁川カルデラは，火山噴火予知連絡会の定義する活火山

(概ね過去1万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴

気活動のある火山)に含まれていない。

濁川カルデラ

噴出量-年代階段ダイアグラム

濁川カルデラ活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
(10,190±150y.B.P.)※4 貫入岩(溶岩ドーム) 不明 黒墨・土井(2003)

11,670±220y.B.P.
濁川テフラ 10.9※5

五十嵐ほか(1978)

12,900±270y.B.P. 佐藤(1969)

※5：柳井ほか(1992)

年代(ka)

濁
川

テ
フ

ラ

泊発電所

濁川カルデラ
(101.9km)

最新活動からの経過期間

約1.2万年
※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

イベント噴出量の累積(km3)
イベント噴出量(km3)

噴
出

量
(
km

3
)

・活動履歴の噴出量(体積)は複数回のイベントを合わせた累計

の記載となっていることから，階段ダイアグラム上は，1回にまと

めた記載とした。

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

※4 貫入岩(溶岩ドーム)を覆う湖成堆積物の年代
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年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
(年代不明)※3 毛無山溶岩 不明 松下ほか(1973)

火山の活動履歴 渡島毛無山(おしまけなしやま)

渡島毛無山の概要

火山名※1 C33 渡島毛無山

敷地からの距離 105.3km

火山の形式※2 溶岩流

活動年代※2 鮮新世後期-第四紀前期？

評価

松下ほか(1973)によれば，毛無山溶岩は
鮮新世に対比されているが，現在の地質年
代では，一部更新世に対比されることから，
上記活動年代は「鮮新世後期-第四紀前
期？」とされている。
兼岡・井田編(1997)によれば，日本の
ような島弧火山は数十万年程度が平均的
な活動期間と考えてよいとされているこ
とから，将来活動する可能性はないと判
断される。 渡島毛無山

噴出量-年代階段ダイアグラム

渡島毛無山活動履歴

年代(Ma)

泊発電所

渡島毛無山
(105.3km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

約2.6Ma

※3 松下ほか(1973)で鮮新世とされており，第四紀境界の変更により第四紀の可能性を考慮した

噴
出

量
(
km

3
)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 北海道駒ヶ岳(ほっかいどうこまがたけ)

北海道駒ヶ岳の概要

火山名※1 C34 北海道駒ヶ岳

敷地からの距離 109.0km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 3万年前以前(数万年前？)に活動開始

評価
約1万年前以降に活動しており，完新世に
活動した火山として抽出する。

北海道駒ヶ岳

泊発電所

北海道駒ヶ岳
(109.0km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 北海道駒ヶ岳(ほっかいどうこまがたけ)

噴出量-年代階段ダイアグラム

北海道駒ヶ岳活動履歴

年代 噴出物名
体積

DRE(km3)
参考文献

第
四
紀

完新世

A.D.2000 2000～2001年噴火 (水蒸気爆発)

山元(2014)

A.D.1998 1998年噴火 (水蒸気爆発)

A.D.1996 1996年噴火 (水蒸気爆発)

A.D.1942 1942年爆発噴出物 0.001

A.D.1929 Ko-a 0.2

A.D.1856 Ko-c1 0.1

A.D.1694 Ko-c2 0.1

A.D.1640 クルミ坂岩屑なだれ，Ko-d 1

6.3ka Ko-f 0.3

6.4ka P1 0.05

6.5ka P2 0.05

6.8ka Ko-g 1

更新世

12.8ka P3 0.05

14.8ka P4 0.05

17.4ka P5 0.3

17.7ka P6 0.03

19ka P7 0.3

20ka Ko-h1，駒ケ岳岩屑なだれ，Ko-h2 0.3

39ka Ko-i 0.3

不明 沼尻岩屑なだれ (岩屑なだれ)

不明 P8

不明
(6.36)※

不明 松屋崎，岩屑なだれ

不明
剣ヶ峰溶岩，駒ヶ岳溶岩，砂原岳，

アグルチネート

年代(ka)

K
o
-
i P
7

P
6

K
o
-
d

K
o
-
g

P
1
,P

2

K
o
-
h
1
,K

o
-
h
2

P
5

P
4

P
3 K
o
-
f

1942年爆発噴出物
Ko-a
Ko-c1
Ko-c2

※(6.36)は第四紀火山カタログ委員会編(1999)の噴出量の差分を計上。

イベント噴出量の累積(km3)
イベント噴出量(km3)

活動年代が期間として
反映されているイベント

噴
出

量
(
km

3
)

再掲(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

山元(2014)に基づき作成
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火山の活動履歴 横津岳(よこつだけ)

横津岳の概要

火山名※1 C35 横津岳

敷地からの距離 123.7km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 横津岳の大部分は第四紀の初頭まで完成し
た可能性がある

評価
活動期間が不明であることから，保守的に，
将来の活動の可能性がある火山として抽出
する。

横津岳横津岳活動履歴

泊発電所

横津岳
(123.7km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

年代 噴出物名
体積

(km3)
参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
0.14±0.04Ma 熊泊山火山噴出物 不明 NEDO(1988)

0.15±0.17Ma 泣面山火山噴出物 不明 中川ほか(未発表)※3

0.34±0.08Ma 横津岳火山噴出物 不明 NEDO(1988)

0.4Ma 泣面山火山噴出物 不明 NEDO(1988)

1.10±0.20Ma 泣面山火山噴出物 不明 NEDO(1988)

1.1Ma 磯谷川火山砕屑岩類 不明 鴈澤(1992)

1.93±0.10Ma 峠下火山岩類 不明 広瀬ほか(2000)

※3 第四紀火山カタログ委員会編(1999)による
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約2.6Ma

横津岳

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代(Ma)

噴出量不明

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

噴出量不明 噴出量不明

最新活動からの経過期間

約14万年

最大休止期間

約83万年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

1.93±0.10Ma 木地挽山溶岩：両輝石安山岩 不明

三谷ほか(1966)

第四紀火山カタロ

グ委員会編

(1999)

火山の活動履歴 木地挽山(きじびきやま)

木地挽山の概要

火山名※1 C36 木地挽山

敷地からの距離 120.6km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※1 約190万年前もしくは190万年前以降

評価

第四紀火山カタログ委員会編(1999)にお
いて示されている年代値は約190万年前で
あることから，活動期間は前期更新世頃で
あったものと考えられる。
兼岡・井田編(1997)によれば，日本の
ような島弧火山は数十万年程度が平均的
な活動期間と考えてよいとされているこ
とから，将来活動する可能性はないと判
断される。

木地挽山

噴出量-年代階段ダイアグラム

木地挽山活動履歴

年代(Ma)

泊発電所

木地挽山
(120.6km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
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噴出量不明

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

イベント時期
活動期間
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火山の活動履歴 恵山丸山(えさんまるやま)

恵山丸山の概要

火山名※1 C37 恵山丸山

敷地からの距離 139.9km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 約20万年前

評価

第四紀火山カタログ委員会編(1999)にお
いて示されている年代値も約21万年前であ
ることから，活動期間は短かったものと考え
られる。
このため，活動期間よりも最新活動年代か
らの経過期間が長いものと推定され，将
来活動する可能性はないと判断される。

恵山丸山

噴出量-年代階段ダイアグラム

恵山丸山活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世 藤原・国府谷

(1969)

第四紀火山カタロ

グ委員会編

(1999)

0.21±0.06Ma

丸山火山噴出物：

ガラス質含石英普通輝石しそ輝

石安山岩

不明

年代(Ma)

泊発電所

恵山丸山
(139.9km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)
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0.0 1.0 2.0 3.0 

約2.6Ma

噴
出

量
(
km

3
)

最新活動からの経過期間

約20万年

噴出量不明

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

イベント時期
活動期間
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 

火山の活動履歴 恵山(えさん)

恵山の概要

火山名※1 C38 恵山

敷地からの距離 146.9km

火山の形式※2 溶岩ドーム

活動年代※2 約5万年前以降

評価
約1万年前以降に活動しており，完新世に
活動した火山として抽出する。

恵山

泊発電所

恵山
(146.9km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

恵山活動履歴

年代 噴出物名 体積DRE(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世
A.D.1874 ES-6 (水蒸気噴火)

山元(2014)

A.D.1846 Es-5 (水蒸気噴火)

0.693ka Es-4 0.0001

2.390ka Es-3 不明

3.000ka Es-2 0.002

5.730ka Es-1 不明

不明 水無溶岩ドーム 不明

7.724ka 御崎溶岩ドーム 0.08

8.621ka
元村噴火堆積物,

恵山溶岩ドーム
0.41

更新世

31.075ka
EsHD1,椴山溶岩ドーム,
スカイ沢溶岩ドーム

0.10

33.744ka EsHD2,South-somma 0.15

38.225ka EsHD3,North-somma 0.27

43.294ka EsHD4,海向山溶岩ドーム 0.34

不明 Es-P1pfl,Es-P2pfl 不明

E
s-

4

E
s-

2

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代(ka)

御
崎

溶
岩

ド
ー

ム

恵
山

溶
岩

ド
ー

ム

E
sH

D
1

E
sH

D
2

E
sH

D
3

E
sH

D
4

イベント噴出量の累積(km3)
イベント噴出量(km3)

噴
出

量
(
km

3
)

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）

山元(2014)に基づき作成
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火山の活動履歴 函館山(はこだてやま)

函館山の概要

火山名※1 C39 函館山

敷地からの距離 142.7km

火山の形式※2 成層火山

活動年代※2 約120-90万年前

評価
最大休止期間よりも最新活動年代からの
経過期間が長いことから，将来活動する
可能性はないと判断される。

函館山

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代(Ma)

泊発電所

函館山
(142.7km)

最新活動からの経過期間

約90万年

活動期間

約30万年

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

約2.6Ma年代 噴出物名
体積

(km3)
参考文献

第
四
紀

完新世

更新世
1.0±0.1Ma 函館山火山岩類：デイサイト溶岩 不明

鴈澤(1992)
1.2±0.1Ma 函館山火山岩類：デイサイト溶岩 不明

函館山活動履歴

噴出量不明

イベント時期
活動期間

噴
出

量
(
km

3
)

最大休止期間

約20万年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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火山の活動履歴 銭亀(ぜにかめ)

銭亀の概要

火山名※1 C40 銭亀

敷地からの距離 146.7km

火山の形式※2 火砕流-カルデラ

活動年代※2 4万5000-3万3000年前の間

評価
活動期間よりも最新活動年代からの経過
期間が長いことから，将来活動する可能
性はないと判断される。

銭亀

噴出量-年代階段ダイアグラム

銭亀活動履歴

年代 噴出物名 体積(km3) 参考文献

第
四
紀

完新世

更新世

山縣ほか(1989)0.045-0.033Ma
銭亀沢火砕流堆積物・女那川

降下軽石層
1㎞3未満

噴出量-年代階段ダイアグラム

年代(Ma)

銭
亀
沢
火
砕
流
堆
積
物
・

女
那
川
降
下
軽
石
層

最新活動からの経過期間

約3万3000年

泊発電所

銭亀
(146.7km)

※1 産業技術総合研究所 日本の火山(DB)
※2 第四紀火山岩体・貫入岩体データベース(西来ほか編，2012)

イベント噴出量の累積(km3)
イベント噴出量(km3)

噴
出

量
(
km

3
)

活動期間

約1万2000年

一部修正(H28/2/5審査会合)

１．地理的領域内に分布する第四紀火山の活動性評価（噴出量-年代階段ダイアグラム）
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余白
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２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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○老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の特徴は，以下のとおりである。

岩石記載的特徴(P49～P51参照)
○火山ガラス及び重鉱物の屈折率は，以下の範囲を主体とする。
(屈折率)

・火山ガラス ： 1.497～1.505
・斜方輝石 ： 1.700～1.716(1.700～1.706，1.710～1.716 bimodal)
・角閃石 ： 1.675～1.685

○火山ガラスの主元素組成のうち，TiO2，Na2O及びK2Oは，以下の範囲を主体とする。
(主元素組成)

・TiO2 ： 0.1～0.5wt.%
・Na2O        ： 2.6～3.5wt.%
・K2O ： 3.4～4.4wt.%

噴出年代(P52～P61参照)
○本火砕流堆積物の給源は，ニセコ・雷電火山群のうち，白樺山，シャクナゲ岳及びチセヌプリのいずれかと推定される。
○本火砕流堆積物は，洞爺火山灰(Toya)の下位の層準と判断される。
○老古美地点②において，本火砕流堆積物から，フィッショントラック法年代測定値0.19±0.02Maを得ている。

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）

①まとめ(老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の特徴) 一部修正(H29/12/8審査会合)
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滝ノ澗①地点

岩内平野

滝ノ澗②地点

照岸地点

梨野舞納露頭

敷地近傍(北側)地質調査箇所

敷地近傍(南側)地質調査箇所

(凡 例)

地質調査位置図(敷地近傍)

一部修正(H30/5/11審査会合)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）

①まとめ(調査位置図)

老古美地点②
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余白
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○火山ガラス及び重鉱物の屈折率は，以下の範囲を主体とする。
(屈折率)

・火山ガラス ： 1.497～1.505
・斜方輝石 ： 1.700～1.716

(1.700～1.706，1.710～1.716 bimodal)
・角閃石 ： 1.675～1.685

○火山ガラス及び重鉱物の屈折率は，敷地周辺において降灰層準に相当
する箇所を確認した洞爺火山灰(Toya)，クッタラ第2火山灰(Kt-2)及
び支笏第1降下軽石(Spfa-1)には対比されない。

露頭位置図

Loc.3Loc.4

Loc.5

Loc.2

Loc.1

老古美地点②

老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の火山ガラス及び重鉱物分析結果

Ｕｎｉｔ１

Ｕｎｉｔ１

Ｕｎｉｔ2

Ｕｎｉｔ１

Ｕｎｉｔ１

Ｕｎｉｔ2

Ｕｎｉｔ１

Ｕｎｉｔ１

Ｕｎｉｔ2

Ｕｎｉｔ

-1

※町田・新井(2011)

※

※

※

②岩石記載的特徴(1/3) 一部修正(H29/12/8審査会合)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）



5050

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

70.00 73.00 76.00 79.00 82.00 85.00 

F
e
O

(w
t.
%
)

SiO2(wt.%)

0.00 

0.20 

0.40 

0.60 

0.80 

1.00 

70.00 73.00 76.00 79.00 82.00 85.00 

M
n
O

(w
t.
%
)

SiO2(wt.%)

Toya

Spfa-1

Kt-2

Toya

Spfa-1
Kt-2

0.00 

0.40 

0.80 

1.20 

1.60 

2.00 

2.40 

70.00 73.00 76.00 79.00 82.00 85.00 

M
g
O

(w
t.
%
)

SiO2(wt.%)

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

70.00 73.00 76.00 79.00 82.00 85.00 

C
a
O

(w
t.
%
)

SiO2(wt.%)

Toya

Spfa-1

Kt-2

Kt-2

Toya

Spfa-1

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

70.00 73.00 76.00 79.00 82.00 85.00 

N
a 2

O
(w

t.%
)

SiO2(wt.%)

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

70.00 73.00 76.00 79.00 82.00 85.00 

K
2
O

(w
t.
%)

SiO2(wt.%)

Spfa-1 Toya

Kt-2

Toya

Spfa-1
Kt-2

0.00 

0.20 

0.40 

0.60 

0.80 

1.00 

70.00 73.00 76.00 79.00 82.00 85.00 

T
iO

2
(w

t.
%
)

SiO2(wt.%)

11.50 

12.50 

13.50 

14.50 

15.50 

16.50 

70.00 73.00 76.00 79.00 82.00 85.00 

A
l 2
O

3(
w

t.
%
)

SiO2(wt.%)

ToyaSpfa-1

Kt-2

Toya

Spfa-1

Kt-2

老古美②(Unit1) Loc.1(Unit1) Loc.1(Unit2) Loc.2(Unit1) Loc.3(Unit1) Loc.3(Unit2)

Loc4(Unit1) Loc.5(Unit1) Loc.5(Unit2) Toya(※3) Kt-2(※4) Spfa-1(Spfl)(※3)

火山ガラスの主元素組成(ハーカー図)
※3 町田・新井(2011)，※4 青木・町田(2006)

○火山ガラスの主元素組成のうち，TiO2
※1，Na2O

※2及びK2O
※1,2は，以下の範囲を主体とする(K2O-TiO2図及びK2O-Na2O図は次頁参照)。

(主元素組成)
・TiO2 ： 0.1～0.5wt.%
・Na2O        ： 2.6～3.5wt.%
・K2O ： 3.4～4.4wt.%

○火山ガラスの主元素組成は，敷地周辺において降灰層準に相当する箇所を確認した洞爺火山灰(Toya)，クッタラ第2火山灰(Kt-2)及び支笏第1降下軽石
(Spfa-1)には対比されない。

※1 和田ほか(2001)によれば，主要元素の中で，KとTiは，珪長質マグマ・タイプの違いを最も良く反映する元素であり，K2O-TiO2図でガラス組成の違いが明瞭に表れることから，しばしば給源火山の推定に使
われてきた，とされており，青木・町田(2006)においては，日本に分布する弟四紀後期広域テフラの識別にあたり，K2O-TiO2図を用いている。

※2 本火砕流堆積物は，敷地周辺において降灰層準に相当する箇所を確認した洞爺火山灰(Toya)，クッタラ第2火山灰(Kt-2)及び支笏第1降下軽石(Spfa-1)と比較して，特にNa2O及びK2Oの値が異なる。

②岩石記載的特徴(2/3) 一部修正(H29/12/8審査会合)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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火山ガラスのK2O-TiO2図(左図)，K2O-Na2O図(右図)
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Loc4(Unit1) Loc.5(Unit1) Loc.5(Unit2) Toya(※3) Kt-2(※4) Spfa-1(Spfl)(※3)

※3 町田・新井(2011)，※4 青木・町田(2006)
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②岩石記載的特徴(3/3) 再掲(H29/12/8審査会合)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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【ニセコ・雷電火山群の活動の変遷】
○NEDO(1986,1987)によれば，ニセコ・雷電火山群の活動は，第1～3期に分類されるとされている。
○児玉ほか(1998)によれば，ニセコ・雷電火山群の活動は全体として東部に移動しているとされている。
○勝井ほか(2007)によれば，ニセコ火山の山体形成は，西側からしだいに東側へと波及してゆき，イワオヌプリの活動が最も新しいとされ

ている。

【普通角閃石の含有】
○大場(1960)によれば，ニセコ・雷電火山群の活動後期になって特徴的に角閃石を含む岩石型が現れるとされている。
○児玉ほか(1998)，日本地質学会編(2010)によれば，ニセコ・雷電火山群は，雷電山前期・ワイスホルン・ニセコアンヌプリ前期がソレ

アイト系列，それ以外の火山がカルクアルカリ系列であるとされ，前者には普通角閃石を含有せず，後者の大部分には普通角閃石を含
有するとされている。

ニセコ火山群・羊蹄火山の位置と活動年代
(児玉ほか,1998に加筆)

※CA : カルクアルカリ系列，TH : ソレアイト系列

： 普通角閃石を含む

： 普通角閃石を含まない

文献記載のニセコ・雷電火山群の活動時期まとめ

大場(1960) NEDO(1986,1987) 日本地質学会編(2010)

イワオヌプリ

チセヌプリ

ニトヌプリ

白樺山

シャクナゲ岳

ニセコアンヌプリ

目国内岳

岩内岳

ワイスホルン

雷電山

最新期ニセコ火山群 第3期

(0.3-0.01Ma)

新期火山群

(0.3-<0.2Ma)

新期ニセコ火山群
第2期

(1.1-0.1Ma)

中期火山群

(0.8-0.25Ma)

古期火山群

(2.03-0.5Ma)旧期ニセコ火山群 第1期

(1.6-1.0Ma)

③-1 噴出年代(給源の推定)(1/2) 再掲(H29/12/8審査会合)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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○老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)は，普通角閃石を含有することから，ニセコ・雷電火山群のうち，
NEDO(1986,1987)の第2～3期の活動による噴出物と推定され，老古美との位置関係，地形状況等より，白樺山，シャクナゲ岳及び
チセヌプリのいずれかが給源と推定される。

ニセコ・雷電火山群の活動の変遷 (地質分布はNEDO(1987)を複写，年代値はNEDO(1986)による)

第1期(1.6-1.0Ma)
雷電山：1.6-1.0Ma
ワイスホルン：1.5-1.0Ma

第2期(1.1-0.1Ma)
目国内岳：1.1-0.65Ma，岩内岳:0.73-0.5Ma
ニセコアンヌプリ：0.7-0.1Ma，シャクナゲ岳：0.9-0.2Ma
白樺山：0.7-0.3Ma

第3期(0.3-0.01Ma)
チセヌプリ：0.3-0.02Ma
ニトヌプリ：0.025-0.02Ma
イワオヌプリ：0.03-0.01Ma

普通角閃石を含まない(ただし，雷電山後期を除く) 普通角閃石を含む(ただし，ニセコアンヌプリ前期を除く)

シャクナゲ岳噴出物

白樺山噴出物

チセヌプリ噴出物

老古美地点② 老古美地点② 老古美地点②

③-1 噴出年代(給源の推定)(2/2) 再掲(H29/12/8審査会合)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）



5454

○石田・三村(1991)における火砕流堆積物分布範囲の境界付近であるH29岩内-5
ボーリング調査地点における火山ガラス及び重鉱物の屈折率測定・主成分分析より，
以下の結果を確認している(P55～P57参照)。

・試料aにおいて，火山ガラスの形態，火山ガラス及び重鉱物の屈折率並びに火山ガラ
スの主元素組成より，阿蘇4火山灰(Aso-4)及び洞爺火山灰(Toya)が確認される。

・試料b及びcは，火山ガラスの形態，火山ガラス及び重鉱物の屈折率並びに火山ガラ
スの主元素組成より，洞爺火山灰(Toya)に対比される。

・試料eで確認されるテフラは，火山ガラス及び重鉱物の屈折率並びに火山ガラスの主
元素組成より，老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に
対比される。

○なお，H29岩内-1ボーリング調査地点において，老古美周辺において確認されるニセ
コ火山噴出物(火砕流堆積物)が連続することを確認している(P58～P59参照)。

○老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比されるテフラは，洞爺火山灰(Toya)の下位の層準と判断される。

位置図

石田・三村(1991)における
火砕流堆積物の分布範囲

H29岩内-1

岩内台地

老古美地点②

H29岩内-5

：ボーリング調査地点

一部修正(H29/12/8審査会合)③-2 噴出年代(H29岩内-5及びH29岩内-1ボーリング調査)(1/6)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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a :阿蘇4火山灰(Aso-4), 洞爺火
山灰(Toya)確認位置
(4.56m)EL18.68m

b :洞爺火山灰(Toya)確認位置
(4.96m)EL18.28m

c :洞爺火山灰(Toya)確認位置
(5.08m) EL18.16m

e :老古美周辺で確認されるニセコ火
山噴出物(火砕流堆積物)と対比
されるテフラ確認位置
(13.51m) EL9.73m

H29岩内-5コア写真(深度15～30m，標高8.24～-6.76m)

砂層

H29岩内-5コア写真(深度0～15m，標高23.24～8.24m)

a b

c

e

火山灰質砂質シルト

砂層

d

火山灰質シルト層 シルト層

一部修正(H29/12/8審査会合)③-2 噴出年代(H29岩内-5及びH29岩内-1ボーリング調査)(2/6)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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老古美周辺において確認され
るニセコ火山噴出物(火砕流堆
積物)の主要範囲
(火山ガラスのTiO2,Na2O,K2O)

老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の主要範囲(屈折率)

テフラ名 特 徴 火山ガラス 斜方輝石 角閃石

Aso-4
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

1.506-1.510 1.699—1.701 1.685-1.691

Toya
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

1.494-1.498

1.711-1.761
(1.758-1.761,
1.712-1.729

bimodal)

1.674-1.684

火山ガラスのK2O-TiO2図(左図)，K2O-Na2O図(右図)(H29岩内-5)

※1 町田・新井(2011)，※2 青木・町田(2006)

Toya

Spfa-1Kt-2

Kt-2Toya

Spfa-1

Aso-4
Aso-4

H29岩内-5-a H29岩内-5-b H29岩内-5-c H29岩内-5-e

Toya(※1) Kt-2(※2) Spfa-1(Spfl)(※1) Aso-4(Aso-4(pfl))(※1)

火山ガラス及び重鉱物分析結果(H29岩内-5)

(参考)阿蘇4火山灰(Aso-4)及び洞爺火山灰(Toya)の屈折率
(町田・新井，2011より)

一部修正(H29/12/8審査会合)③-2 噴出年代(H29岩内-5及びH29岩内-1ボーリング調査)(3/6)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）

ニセコ火山噴出物
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※1 町田・新井(2011)，※2 青木・町田(2006)

火山ガラスの主元素組成(ハーカー図)(H29岩内-5)

H29岩内-5-a H29岩内-5-b H29岩内-5-c H29岩内-5-e

Toya(※1) Kt-2(※2) Spfa-1(Spfl)(※1) Aso-4(Aso-4(pfl))(※1)

再掲(H29/12/8審査会合)③-2 噴出年代(H29岩内-5及びH29岩内-1ボーリング調査)(4/6)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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H29岩内-1コア写真(深度0～15m，標高32.22～17.22m) H29岩内-1コア写真(深度15～30m，標高17.22～2.22m)

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)

火山麓扇状地堆積物

中部上部

下部中部

再掲(H29/12/8審査会合)③-2 噴出年代(H29岩内-5及びH29岩内-1ボーリング調査)(5/6)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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岩内層

H29岩内-1コア写真(深度30～35m，標高2.22～2.78m)

火山麓扇状地堆積物

再掲(H29/12/8審査会合)③-2 噴出年代(H29岩内-5及びH29岩内-1ボーリング調査)(6/6)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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調査位置図

老古美地点②
露頭箇所

○老古美地点②における火山ガラス及び重鉱物分析より，以下の結果を確認している。
・砂質シルト層中の試料7において，火山ガラスの形態及び火山ガラスの屈折率から，洞爺火山灰(Toya)が確認される。
・ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)中の試料1について，フィッショントラック法年代測定値0.19±0.02Maを得ている。

③-3 噴出年代(老古美地点②)(1/2)

火山灰
屈折率

火山ガラス 斜方輝石 角閃石

Toya 1.494-1.498
1.758-1.761,
1.712-1.729

1.674-1.684

(参考)洞爺火山灰(Toya)屈折率(町田・新井，2011)

一部修正(H28/3/10審査会合)

老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の主要範囲(屈折率)

火山ガラス及び重鉱物分析結果

露頭柱状図

←FT年代測定値0.19±0.02Ma

ニ
セ

コ
火

山
噴

出
物

(
火

砕
流

堆
積

物
)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）

(屈折率測定用試料番号)



6161

○老古美地点②において，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)中の試料1について，フィッショントラック法年代測定を実施した。
○測定は，試料中のジルコン結晶を対象としたED1法により実施した。

試料名 粒子数 ρs(Ns)
(×106/cm2)

ρi(Ni)
(×106/cm2)

P(Χ2)
(%)

ρd(Nd)
(×105/cm2)

r U
(ppm)

age±1σ
(Ma)

老古美②
試料1

75 0.0274(77) 2.9971(8410) 61.1 1.1437(6043) 0.1 332 0.19±0.02

ρs(Ns) ：自発トラック密度(数)
ρi(Ni) ：誘発トラック密度(数)
P(Χ2) ：カイ二乗確率
ρd(Nd)：線量測定用標準ガラスの誘発トラック密度(数)
r ：自発トラック密度と誘発トラック密度の相関係数
U ：ウラン濃度

フィッショントラック法年代測定結果

【年代値算出式】

λd ：238Uの全壊変定数=1.480×10-10

ζ ：較正定数，本試験の場合=377.9±5.1
g ：ジオメトリーファクター，研磨面(本試料)の場合=0.5
ζstd.dev. ：較正定数の誤差，本試験の場合=5.1

2
..111

)1ln(1
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d

年代値

誤差(1σ)
0

5

10

15

20

25

30

35

40

0.1 0.6 1.1 1.6

各粒子の年代測定値ヒストグラム(Ma)
(ゼロトラック粒子を35粒子含む)

0 1.00.5 1.5

一部修正(H29/3/10審査会合)③-3 噴出年代(老古美地点②)(2/2)

２．老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物（火砕流堆積物）
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余白
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３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討
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○敷地周辺及び敷地近傍における地形調査，地表地質踏査等の
結果，敷地から南東側に10km程度離れた共和町幌似付近に
おいて，洞爺火砕流堆積物が認められる。

○地表地質踏査の結果，敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の
分布は共和町幌似付近に限定され，当該範囲以外では，洞爺
火砕流堆積物は確認されない。

○敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布範囲について，さ
らなる確認を実施するため，洞爺火砕流堆積物の露頭が確認さ
れている共和町幌似周辺においてボーリング調査を実施した※。

○洞爺火砕流堆積物は堀株川右岸のB-4及びB-5地点で層厚
20m程度，C-2地点で層厚1m程度が確認される。

○洞爺火砕流堆積物の上端標高は，露頭確認箇所も含め標高
50m程度以下である。

○B-4，B-5及びC-2地点における洞爺火砕流堆積物は，淘汰が
悪く無層理な，軽石質火山灰からなる。

○B-2地点においても洞爺火砕流堆積物は確認されるが，淘汰
がよく葉理が発達しているため，二次堆積物と考えられる。

○その他の地点では，洞爺火砕流堆積物は確認されない。
○また，岩内平野西部で実施した既往のボーリング調査(梨野舞

納地点，H26共和-1～H26共和-7地点)においても，洞爺火
砕流堆積物は認められない。

○泥川合流部付近(C-2地点付近)で洞爺火砕流堆積物の層厚
が急減し，岩内平野西部では確認されない状況から，幌似付近
が洞爺火砕流の末端部であると考えられる。

① 敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況(1/2) 一部修正(H28/2/5審査会合)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

※ボーリング調査結果の詳細は，H28.2.5審査会合資料「火山影響評価について(資料集)」に記載。

調査位置図

岩内台地

A-1B-1

B-2

B-3

B-4

B-5

B-6

B-7

C-1

C-2

C-3

堀株川
共和台地

梨野舞納

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泊発電所

共和町幌似

岩内平野

泥川一の川

A

A’

C-2
・洞爺火砕流堆積物

層厚1.0m

B-4
・洞爺火砕流堆積物

層厚19.9m

B-2
・洞爺火砕流堆積物

(二次堆積物)層厚13.1m

B-5
・洞爺火砕流堆積物

層厚22.0m

B’

B

凡例

洞爺火砕流堆積物確認箇所(ボーリング)

洞爺火砕流堆積物未確認箇所(ボーリング)

洞爺火砕流堆積物露頭確認箇所

凡例

露頭①

露頭②
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岩内層

古平層

発足層

野塚層
(下部層相当)

洞爺火砕流
堆積物

D D’

B-B’断面(泥川合流部～共和町幌似)

EL.-50mEL.-50m

泥川

00 

5050 

100 

B
(NW，泥川合流部)

B’
(SE，共和町幌似)

100

改変範囲

B-5
・洞爺火砕流堆積物

EL.23.5m～EL.45.5m

C-2※

・洞爺火砕流堆積物
EL.4.2m～EL.5.2m

発足層

岩内層

余別層 古平層
野塚層(下部層相当)

岩内層

洞爺火砕流
堆積物

B B’

A-A’断面(ニセコ山麓～共和町幌似)

堀株川

B-5
・洞爺火砕流堆積物

EL.23.5m～EL.45.5m

B-2B-1※

B-3※

B-7※

EL.-50m EL.-50m

泥川
一の川

00 

5050 

100 

A
(SW，堀株川左岸)

B-4
・洞爺火砕流堆積物
EL.31.3m～EL.51.2m

100

A’
(NE，堀株川右岸)

B-6

洞爺火砕流
堆積物
(二次堆積物)

露頭② 露頭① 露頭②

一部修正(H28/2/5審査会合)① 敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況(2/2)

※H28.2.5審査会合資料では，B-3ボーリング及びB-7ボーリングにおいて，岩内層の直上に認められる堆積物を，堀株川右岸に
認められる第四系中部更新統発足層(洞爺火砕流堆積物に覆われる扇状地堆積物)との層相及び分布標高の対比から，同層
に区分していた。しかし，当該堆積物は，層位関係等から堆積年代を中期更新世と判断することはできない。また，ボーリングコ
アの再観察の結果，堀株川右岸に認められる発足層の構成礫種が，花崗閃緑岩，安山岩，流紋岩等であることに対し，当該堆
積物の構成礫種は安山岩のみである。更に，両ボーリング位置は，小疇ほか編(2003)におけるニセコ・雷電火山群の火山麓
扇状地に位置している。これらのことから，今回，当該堆積物及びその上位に認められる堆積物を一括して，ニセコ・雷電火山
群(安山岩質)を起源とする火山麓扇状地堆積物に区分を見直し，A-A’断面図を修正した。また，B-1ボーリングに認められる
岩内層を覆う堆積物及びC-2ボーリングに認められる洞爺火砕流堆積物を覆う堆積物は，これまで地層区分を実施していな
かったが，同じくボーリングコアの再観察結果及び当該ボーリング位置は，石田・三村(1991)における氾濫原堆積物の分布範
囲に位置していることを踏まえ，氾濫原堆積物に区分し，A-A’及びB-B’断面図を修正した。

凡例(断面図)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討
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○当社地質調査の結果，幌似付近における洞爺火砕
流堆積物の層厚は，最大で20m程度である。

○当該位置は，洞爺カルデラから約50kmの距離に位
置するが，層厚が比較的厚いことから，町田ほか
(1987)に示された洞爺火砕流堆積物の層厚に基
づき，給源である洞爺カルデラからの距離と層厚の
関係を整理した。

②-1 洞爺カルデラからの距離と層厚の関係(文献調査結果)(1/2)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

○洞爺カルデラからの距離と層厚には，距離の増加に
応じ層厚が小さくなるといったような明瞭な相関は認
められない。

位置図(町田ほか(1987)に加筆)

0 50km

10km

20km

30km

40km

50km

60km

洞爺火砕流堆積物の層厚確認地点(町田ほか，1987)
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②-1 洞爺カルデラからの距離と層厚の関係(文献調査結果)(2/2)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

地点名 性 状※1

洞爺カルデラ
からの距離

(km)

層 厚
(m)

1 a.伊達市村界沢 afa ＆ pfl 約10km ＞23m
1 b.長流川左岸 afa ＆ pfl 約16km ＞5m
1 c.伊達市館山国道沿い pfl 約23km ＞2.6m
1 d.黒松内町上大成 pfl 約29km ＞10m
1 e.蘭越町目名 afa ＆ pfl 約38km -
1 f.黒松内町蕨岱 afa ＆ pfl 約44km 1.7m
1 g.黒松内町白炭 afa ＆ pfl 約44km 1.75m
1 h.岩内町幌似 pfl 約51km ＞5m
※1 afa：ash falls(火山灰)，pfl：pyroclastic flows(火砕流)
※2 「地点名」，「性状」及び「層厚」については，町田ほか(1987)による。
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5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

層
厚

(m
)

洞爺カルデラからの距離(kｍ)

pfl

afa ＆ pfl

洞爺火砕流堆積物の洞爺カルデラからの距離と層厚
(町田ほか(1987)に基づき作成)

1 a.伊達市村界沢

1 b.長流川左岸

1 c.伊達市館山国道沿い

1 d.黒松内町上大成

1 f.黒松内町蕨岱

1 g.黒松内町白炭
1 h.岩内町幌似

※3 図中の矢印は，町田ほか(1987)において，「＞層厚」とされているものを示す。
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○町田ほか(1987)に示される洞爺火砕流堆積物の
層厚に，当社地表地質踏査の結果も加え，給源であ
る洞爺カルデラからの距離と層厚の関係を整理した。

○なお，当社地表地質踏査に基づく洞爺火砕流堆積
物の層厚は露頭で確認されたものであり，上位層又
は下位層が確認されていないものである。

②-2 洞爺カルデラからの距離と層厚の関係(文献調査及び当社地表地質踏査結果)(1/2)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

○洞爺カルデラからの距離と層厚には，距離の増加に
応じ層厚が小さくなるといったような明瞭な相関は認
められない。

位置図(町田ほか(1987)に加筆)

0 50km
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20km
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40km

50km

60km

洞爺火砕流堆積物の層厚確認地点(町田ほか，1987)

洞爺火砕流堆積物の層厚確認地点(当社地表地質踏査結果)

⑤
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③

⑦
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⑥
①
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②-2 洞爺カルデラからの距離と層厚の関係(文献調査及び当社地表地質踏査結果)(2/2)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討
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15.0 

20.0 

25.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

層
厚

(m
)

洞爺カルデラからの距離(kｍ)

pfl

afa ＆ pfl

当社地表地質踏査結果

地点名
洞爺カルデラ
からの距離

(km)

層 厚
(m)

1 a.伊達市村界沢 約10km ＞23m
1 b.長流川左岸 約16km ＞5m
1 c.伊達市館山国道沿い 約23km ＞2.6m
1 d.黒松内町上大成 約29km ＞10m
1 e.蘭越町目名 約38km -
1 f.黒松内町蕨岱 約44km 1.7m
1 g.黒松内町白炭 約44km 1.75m
1 h.岩内町幌似 約51km ＞5m
①ニセコ町字里見 約24km ＞5m※1

②蘭越町字水上 約34km ＞10m※1

③蘭越町字田下 約36km ＞5m※1

④黒松内町字白井川 約37km ＞10m※1

⑤黒松内町字赤井川 約37km ＞10m※1

⑥倶知安町字峠下 約37km ＞5m※1

⑦蘭越町目名町 約37km ＞20m※1

⑧蘭越町字栄 約38km ＞10m※1

⑨蘭越町字三和 約40km ＞5m※1

※1 当社地表地質踏査の結果，上位層又は下位層が確認されていないことから，
「＞層厚」と記載している。

洞爺火砕流堆積物の洞爺カルデラからの距離と層厚
(町田ほか(1987)及び当社地表地質踏査結果に基づき作成)

1 a

1 b

1 c

1 d

1 f

1 g
1 h

町田ほか
(1987)

町
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ほ
か

(
1
9
8
7
)

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

※2 図中の矢印は，町田ほか(1987)において，「＞層厚」とされているもの
及び当社地表地質踏査の結果，上位層又は下位層が確認されていない
ものを示す。
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○当社地質調査の結果，泥川合流部付近(C-2地点付近)で洞爺火砕流堆積物の層厚が急減し，岩内平野西部では確認されない状況
から，幌似付近が洞爺火砕流の末端部であると考えられる。

○幌似付近における洞爺火砕流堆積物の層厚は，最大で20m程度である。
○当該位置は，洞爺カルデラから約50kmの距離に位置するが，層厚が比較的厚いことから，町田ほか(1987)及び当社地表地質踏査の

結果に基づき，給源である洞爺カルデラからの距離と層厚の関係を整理した。
○洞爺カルデラからの距離と層厚には，距離の増加に応じ層厚が小さくなるといったような明瞭な相関は認められない。

②-3 洞爺カルデラからの距離と層厚の関係(まとめ)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

○洞爺カルデラからの距離と洞爺火砕流堆積物の層厚に明瞭な相関が認められないことは，幌似付近における洞爺火砕流堆積物の層厚
が最大で20m程度認められるものの，C-2地点付近で層厚が急減し，岩内平野西部では確認されない状況から，火砕流の末端部であ
るとの当社考察と矛盾しない。
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○横山(2003)によれば，分布高度の低いものすなわち低い場所にあるシラス※は厚く，逆に，高い場所のシラスは薄い傾向があるとされ
ている。

○このため，幌似周辺における洞爺火砕流の堆積状況について，既往の火砕流シミュレーション結果を用いた検討を行った。
○既往の火砕流シミュレーション結果を次頁～P73に，既往の火砕流シミュレーション結果を用いた洞爺火砕流の堆積状況に関する検討結

果をP74に示す。

③-1 洞爺火砕流の堆積状況(検討方法)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

※横山(2003)においては，入戸(いと)火砕流堆積物を指す。入戸火砕流堆積物は，今から約2万5千年前，鹿児島湾奥に位置する姶良カルデラの場所で生じて
周囲へ広がった巨大な入戸火砕流の堆積物であるとされている。
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３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

○洞爺カルデラについては，約11万年前の巨大噴火と同規模の噴火が発生した場合の敷地への影響の有無を検討するため，火砕流シ
ミュレーションを実施している。

○火砕流シミュレーションは，TITAN2D※を使用し，下表に示すパラメータを入力し実施している。
○約11万年前の巨大噴火時の地形を考慮した検証計算により火砕流現象の再現を確認している。
○既往の火砕流シミュレーション結果の詳細については，本編資料P81～P87参照。

※TITAN2D：アメリカのニューヨーク州立大学バッファロー校で開発された，重力を駆動力とし，流体の挙動を解析する粒子流モデル。想定火口位置から，紡錘状のパイルを崩して，火砕流を発生させる。

③-2 洞爺火砕流の堆積状況(既往の火砕流シミュレーション)(1/2) 一部修正(H26/3/12審査会合)

パラメータ 単位 値 設定根拠

噴出量
(火砕流)

km3 100

洞爺カルデラ総噴出量150km3(第四紀火山カタログ委員会編(1999)，山元(2014))，
洞爺火山灰噴出量67.23km3(須藤ほか，2007)より，

150-67.23=82.77≒100km3

を設定

長軸半径 m 4,000 パイルの体積100km3及び地形図の洞爺湖直径読み取りより設定

短軸半径 m 4,000 パイルの体積100km3及び地形図の洞爺湖直径読み取りより設定

高さ m 4,000 カルデラ噴火で火砕流を発生させるパイル高さ4km(Sheridan,1979)より設定

内部摩擦角 ° 30 流体体積比60%の土石流の内部摩擦角25～45°(Iverson,1997)

底面摩擦係数 - 0.03 文献(Sheridan,1979)等に基づき設定

初速度 m/s 0
大規模な噴火であることから全方向への流出を想定し，
特定の方向への初速度を与えない

地形メッシュ m 50
富士山火山防災マップ(富士山ハザードマップ検討委員会，2004)における，
火砕流シミュレーション計算実績を考慮し設定

解析に使用したパラメータ

100km3のパイル(イメージ図)

4000m

4000m

4000m
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３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

③-2 洞爺火砕流の堆積状況(既往の火砕流シミュレーション)(2/2) 一部修正(H26/3/12審査会合)

【検証計算結果】
○約11万年前の巨大噴火時においては，羊蹄山及び尻別岳がないことを考慮した地形で検証計算を行った。
○火砕流は噴火から10分で共和町幌似に到達し(約33.0m/s)，15分後に層厚10m以上となった。
○火砕流は共和町幌似，黒松内町熱郛及び蘭越町三和まで拡がっている。

○約11万年前の巨大噴火時の現象を再現していることを確認した。
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幌似付近拡大図(60分後)
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○既往の火砕流シミュレーション(検証計算)において，大局的な火砕流の拡がりが概ね再現できている「60分後」の幌似周辺の地形標高
と火砕流の層厚を下図に示す。

○地形標高が相対的に高い範囲は層厚が小さく，地形標高が相対的に低い範囲は層厚が大きくなる傾向が認められ，文献の内容(横山，
2003)と調和的である。

○幌似付近において，層厚が大きくなる傾向が認められる。

③-3 洞爺火砕流の堆積状況(堆積状況に関する検討結果)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

○火砕流は，山地を降下し山麓及び平野に至る際に，地形勾配の緩傾斜化によって速度を減じることに伴い，相対的な低標高部に厚く堆
積するものと推定され，幌似付近もこの地形状況に該当するものと考えられる。
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○横山(2003)によれば，分布高度の低いものすなわち低い場所にあるシラスは厚く，逆に，高い場所のシラスは薄い傾向があるとされて
いる。

○このため，幌似周辺における洞爺火砕流の堆積状況について，既往の火砕流シミュレーション結果を用いた検討を行った。

【堆積状況に関する検討結果】
○既往の火砕流シミュレーション(検証計算)において，大局的な火砕流の拡がりが概ね再現できている「60分後」の幌似周辺の地形標

高と火砕流の層厚を確認した。
○地形標高が相対的に高い範囲は層厚が小さく，地形標高が相対的に低い範囲は層厚が大きくなる傾向が認められ，文献の内容(横

山，2003)と調和的である。
○幌似付近において，層厚が大きくなる傾向が認められる。
○火砕流は，山地を降下し山麓及び平野に至る際に，地形勾配の緩傾斜化によって速度を減じることに伴い，相対的な低標高部に厚く

堆積するものと推定され，幌似付近もこの地形状況に該当するものと考えられる。

③-4 洞爺火砕流の堆積状況(まとめ)

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

○火砕流の堆積厚は地形状況に依存し，幌似付近は相対的な低標高部であることから，厚く堆積する状況であると推定される。
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【洞爺カルデラからの距離と層厚の関係】
○洞爺カルデラからの距離と洞爺火砕流堆積物の層厚に明瞭な相関が認められないことは，幌似付近における洞爺火砕流堆積物の層

厚が最大で20m程度認められるものの，C-2地点付近で層厚が急減し，岩内平野西部では確認されない状況から，火砕流の末端部
であるとの当社考察と矛盾しない。

【洞爺火砕流の堆積状況】
○火砕流の堆積厚は地形状況に依存し，幌似付近は相対的な低標高部であることから，厚く堆積する状況であると推定される。

④ 全体のまとめ

３．洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討

○上記の洞爺火砕流堆積物の層厚に関する検討結果を踏まえると，幌似付近は，洞爺火砕流がより厚く堆積しやすい環境であると推定さ
れることから，幌似付近における洞爺火砕流堆積物の層厚が最大で20m程度認められるものの，火砕流の末端部であるとの評価は妥
当と考えられる。
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